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　昨年は、大きな出来

事として、政治的には

政権交代が行われ、い

つにない変化が訪れた

年でありました。また、

へき地教育では、これ

また��年ぶりの「級地

の見直し」がなされ、

本年４月１日からは新

級地でのへき地学校がスタートします。全道的に

少子化による学校統廃合が進む中、へき地級地の

見直しによるへき地指定の学校数の減少は、当連

盟の組織運営や研究面に大きな影響を与えること

は必至であります。しかし、このことは時代の一

つの転換点と捉えて、新たな展望を見出しながら

今後のへき地・複式教育を構想したいと思います。

　さて、今年度最後の情報となりますが、平成��

年度は、全道へき研網走大会をはじめ、実践研究

発表大会、胆振プレ大会が北海道のへき地・複式

教育に携わる仲間の熱い思いに支えられ、予定通

りにしかも質的な向上を持ちながら終えることが

できました。関係各位に改めてお礼を申し上げま

す。これらの研究から得た数多くの成果と課題は、

次年度の研究活動に活かしながらつないでいきた

いと思います。

　網走大会は、第８次研究の１年次目として、新

たな研究主題でのスタートでありましたが、今後

の研究に大きな示唆を与えてくれたものでありま

した。次年度の各地区、各学校の実践研究にあた

り、道へき・複連の研究計画を再度確認し、各学

校の教育課程に位置付け、実践を通して９月に行

われる胆振大会で再会を期したいものであります。

こうした確かな研究の継続が、平成��年度に予定

されている全国へき地教育研究大会北海道大会

（上川大会）の開催に大きな力となっていくこと

を願っています。

　また、「級地の見直し」については、文科省の

基準の厳しい中、道教委には大変ご苦労をおかけ

しましたが、一方的、地域的な偏りなく、決着を

みました。不満の残る点は多々ありますが、今後

も改善に向けた取り組みを通して、各地区の声を

反映していきたいと考えます。

　終わりになりますが、北海道が培ってきたへき

地・複式教育の財産を共有しながら各学校の日々

の実践研究を基盤にして、全道の仲間の結束を図

り、へき地・複式教育の一層の充実・発展のため

に組織を上げて今後も邁進したい所存であります。

当連盟へのご支援・ご協力に感謝申し上げてご挨

拶と致します。
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